
市役所からのHOT LINE

　

市
は
住
宅
の
地
震
に
対
す
る
安

全
性
の
確
保
・
向
上
を
図
り
、
震

災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、各
種
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

◎
耐
震
診
断
士
を
派
遣

地
震
に
備
え
住
ま
い
の

住
宅
耐
震
助
成
を
実
施

■
対
象
住
宅　
次
の
❶
～
❸
の
要

件
を
全
て
満
た
す
住
宅

❶
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
戸
建
て
住
宅

❷
在
来
軸
組
工
法
に
よ
る
木
造
平

屋
建
て
ま
た
は
木
造
２
階
建
て

❸
過
去
に
同
じ
耐
震
診
断
を
受
け

て
い
な
い

■
対
象
者　
対
象
住
宅
の
所
有
者

■
診
断
費
用　
無
料

■
募
集
戸
数　
10
戸

◎
耐
震
改
修
工
事
費
の
一
部
補
助

■
対
象
住
宅　
前
記
❶
、
❷
の
要

件
を
満
た
す
住
宅

■
対
象
者　
法
人
を
除
く
、
対
象

住
宅
の
所
有
者
で
、
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
者

■
対
象
工
事　
耐
震
診
断
の
結

果
、
判
定
値
が
１・０
未
満（
倒
壊

す
る
可
能
性
あ
り
）と
診
断
さ
れ

た
対
象
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

■
助
成
額　
耐
震
改
修
工
事
費
の

5
分
の
４
以
内（
上
限
1
０
０
万

円
。
※
多
雪
区
域
は
上
限

１
2
０
万
円
）

■
募
集
戸
数　
１
戸

■
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課
建
築

係（
☎
・
内
線
１
３
０
７
）

　
市
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
長
期
化
し
、
物
価
高
騰
に

直
面
す
る
子
育
て
世
帯
の
支
援
の

た
め
、
次
の
給
付
金
・
支
援
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

◎
低
所
得
者
の
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金

■
対
象
者

【
ひ
と
り
親
世
帯
分
】

❶
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
が
支

給
さ
れ
て
い
る
人

❷
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
４
月
分
の
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な

い
人
ま
た
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計

が
急
変
す
る
な
ど
、
収
入
が
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
と

同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
人

【
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
】

❶
４
月
分
の
児
童
手
当（
公
務
員
、

特
例
給
付
を
除
く
）ま
た
は
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
で
、
本

年
度
の
住
民
税（
均
等
割
）が
非
課

税
の
人

❷
前
記
❶
の
対
象
者
の
ほ
か
、
児

童
を
養
育
す
る
人
で
、
本
年
度
の

住
民
税（
均
等
割
）が
非
課
税
の
人

ま
た
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急

変
し
、
住
民
税（
均
等
割
）が
非
課

税
相
当
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
人

■
対
象
児
童　
平
成
16
年
４
月
２

日（
障
が
い
児
は
14
年
４
月
２
日
）

以
降
令
和
５
年
２
月
28
日
ま
で
に

出
生
し
た
児
童

■
支
給
額　
児
童
１
人
当
た
り

５
万
円

■
申
請
方
法

▼
ひ
と
り
親
世
帯
分
・
ひ
と
り
親

世
帯
以
外
分
の
い
ず
れ
も
、
対
象

者
❶
に
該
当
す
る
人
に
は
支
給
済

み
で
す（
本
年
度
に
該
当
に
な
る

児
童
の
分
は
申
請
は
不
要
で
、
順

次
支
給
し
ま
す
）。

▼
対
象
者
❷
に
該
当
す
る
人
は
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
か
電

話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　
２
月
28
日
㈫
必
着

■
対
象
者　

４
年
４
月
30
日
時

点
で
、
５
月
分
の
児
童
手
当（
特

例
給
付
を
除
く
）の
受
給
者
で
あ

る
こ
と

■
対
象
児
童　
平
成
19
年
４
月
２

日
以
降
令
和
４
年
４
月
30
日
ま
で

◎
い
わ
て
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

支
援
金

に
出
生
し
た
児
童

■
支
給
額　

児
童
１
人
当
た
り

３
万
円（
県
の
制
度
に
よ
る
支
給
に

市
が
１
万
５
千
円
を
上
乗
せ
支
給
）

■
申
請
方
法　

▼
対
象
者
の
う
ち
、
公
務
員
以
外

の
対
象
者
に
は
支
給
済
み
で
す
。

▼
公
務
員
ま
た
は
４
月
30
日
以
降

に
離
婚
し
た
な
ど
に
よ
っ
て
、
対

象
児
童
を
養
育
し
て
い
る
も
の

の
、
給
付
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

申
請
書
を
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
地
域
福
祉

課
か
ら
交
付
を
受
け
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　
12
月
28
日
㈬
必
着

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課

児
童
福
祉
係（
☎
・
内
線

１
１
０
６
）

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
な
ど
開
催
し
ま
す

　
令
和
５
年
10
月
１
日
㈰
か
ら
、消

費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
と

し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス（
適
格
請
求

書
）を
発
行
で
き
る
の
は
、「
適
格
請

求
書
発
行
事
業
者
」に
限
ら
れ
、
こ

の「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
」に

な
る
た
め
に
は
、登
録
申
請
書
を
提

出
し
、登
録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
市
は
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説

明
会
と
登
録
申
請
相
談
会
を
次
の

日
程
で
開
き
ま
す
。

■
開
催
日
時　

８
月
22
日
㈪
、
９
月
27
日
㈫
、
10

月
20
日
㈭
、
11
月
22
日
㈫
、
12
月

22
日
㈭
の
全
５
回
。
い
ず
れ
も
同

じ
内
容
で
、
午
後
１
時
半
か
ら
２

時
半
ま
で

■
会
場　

市
役
所
多
目
的
ホ
ー

ル
棟

■
対
象
者　
個
人
、法
人
の
事
業
者

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
税
務
課

（
☎
・
内
線
１
１
３
５
）、盛
岡
税
務

署
記
帳
指
導
推
進
官　
石
川（
☎
・

０
１
９・６
２
２・６
１
４
１
）

子
育
て
世
帯
支
援
の
た
め

給
付
金
・
支
援
金
を
支
給

09



市役所からのHOT LINE

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

◎
新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し

い
被
保
険
者
証
を
７
月
下
旬
に
送

り
ま
し
た
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い

場
合
は
市
民
課
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
10
月
か
ら
の
自
己
負
担

割
合
の
見
直
し
に
伴
い
、
被
保
険

者
証
の
有
効
期
限
は
９
月
30
日
㈮

と
な
り
ま
す
。

◎
減
額
・
限
度
額
認
定
証
も
更
新

　
有
効
期
限
が
７
月
31
日
の
減
額

認
定
証（
※
１
）ま
た
は
限
度
額
認

定
証（
※
２
）を
持
っ
て
い
た
人

で
、
世
帯
全
員
の
所
得
状
況
が
確

認
で
き
、
８
月
以
降
も
交
付
対
象

と
な
る
人
に
は
、
７
月
下
旬
に
新

し
い
認
定
証
を
送
り
ま
し
た
。
入

院
や
高
額
な
外
来
に
か
か
る
時
に

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示

す
る
と
、
病
院
・
薬
局
ご
と
の
窓

口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
か
ら
減
額
認
定
証

ま
た
は
限
度
額
認
定
証
の
交
付
を

希
望
す
る
人
は
、
市
民
課
ま
た
は

西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被

保
険
者
証
を
今
月
に
更
新

所得区分 外来＋入院
（世帯単位）外来（個人単位）

現役並みⅢ 252,600円＋（医療費－842,000円）×１％
現役並みⅡ 167,400円＋（医療費－558,000円）×１％
現役並みⅠ  80,100円＋（医療費－267,000円）×１％

一般Ⅱ
18,000円または(6,000円
+（医療費 -30,000円)×

10%)の低いほう
57,600円

一般Ⅰ 18,000円 57,600円
低所得者Ⅱ  8,000円 24,600円
低所得者Ⅰ  8,000円 15,000円

◎
保
険
料
額
は
７
月
中
旬
に
通
知

　

保
険
料
は
被
保
険
者
ご
と
に

決
ま
り
、
個
人
で
納
め
る
も
の
で

す
。
４
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
は
、
７
月
中

旬
に
送
り
ま
し
た
。

　

保
険
料
の
詳
し
い
算
定
内
容

は
、
届
い
た
決
定
通
知
書
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
国
保

年
金
係（
☎
・
内
線
１
０
７
３
）

（
※
１
）減
額
認
定
証（
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
被
保
険
者
が
交
付
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

（
※
２
）限
度
額
認
定
証（
限
度
額
適

用
認
定
証
）　
自
己
負
担
割
合
が
３

割
で
、同
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
全
員
の
住
民
税
課
税
所

得
が
い
ず
れ
も
、６
９
０
万
円
未
満

の
場
合
に
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
率
直
な
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
郵
送
な
ど
で
投
書

す
る「
わ
た
し
の
提
言
」を
募
集
し

て
い
ま
す
。寄
せ
ら
れ
た
提
言
は
、

市
長
が
直
接
目
を
通
し
、希
望
に

応
じ
て
回
答
し
て
い
ま
す
。

■
提
言
方
法　
提
言
用
紙
と
専
用

の
郵
送
用
封
筒
に
よ
り
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。本
庁
舎
に
は
、投
函
で

き
る
提
言
箱
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

提
言
用
紙
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
提
言
用
紙
と
郵
送
用
封
筒
の
設

置
場
所

▼
西
根・
安
代
の
各
総
合
支
所

▼
田
山
支
所

▼
大
更
・
田
頭
・
平
舘
・
寺
田
・

松
尾
・
細
野
・
畑
・
荒
屋
・
五
日

市
・
浅
沢
・
舘
市
の
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
八
幡
平
市
立
病
院

▼
安
代
・
田
山
の
各
診
療
所

▼
松
尾
鉱
山
資
料
館

▼
松
尾
八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー

▼
岩
手
山
焼
走
り
国
際
交
流
村

▼
道
の
駅
に
し
ね

▼
自
然
休
養
村
な
か
や
ま
荘

▼
綿
帽
子
温
泉
館
あ
ず
み
の
湯

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政

課
広
報
広
聴
係（
☎
・
内
線
１
２

０
２
）

自
己
負
担
限
度
額
表（
月
額 )

新型コロナウイルス感染症が
疑われる場合の相談先

■発熱など症状がある場合
▶かかりつけ医がいる場合は、かか
りつけ医に電話相談する。
▶かかりつけ医がいない場合や夜
間・休日で相談先に困る場合は、受
診・相談センターに電話相談する。
■発熱など症状がない場合
▶全般的な相談は、一般相談窓口に
電話相談する。
■相談先
▶受診・相談センター（☎ 019-
651-3175）
▶ 一 般 相 談 窓 口（☎ 019-629-
6085）

広
報
は
ち
ま
ん
た
い
７
月
7
日
号（
№
３
２
５
）の
22
㌻「
活
動
通
じ
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
学
ぶ
」の
記
事
で
、「
生
徒
会
長
の
遠
藤
梨り

お
ん音

さ
ん
」と
記
載
し
ま
し
た

が
、
正
し
く
は「
生
徒
会
執
行
委
員
の
遠
藤
梨り

お
ん音
さ
ん
」で
し
た
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正

　
八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会
実

行
委
員
会
は
８
月
28
日
㈰
、岩
手
県

側
八
幡
平
ア
ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
を

主
会
場
に「
八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

大
会
」を
開
き
ま
す
。

　
開
催
に
伴
い
、本
県
側
八
幡
平
ア

ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
は
、交
通
規
制
に

よ
り
通
行
で
き
ま
せ
ん
。
開
催
中

は
、八
幡
平
樹
海
ラ
イ
ン
を
迂う

か
い回
路

と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
規
制
日
時　
８
月
28
日
㈰
午
前

７
時
か
ら
11
時
半
ま
で

■
規
制
区
間　
松
尾
八
幡
平
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
前
丁
字
路
か
ら

八
幡
平
山
頂
手
前
岩
手
県
側
路
側

帯
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係（
☎
・
内

線
１
１
４
６
）

　
市
は
、
路
線
バ
ス
が
運
行
し
て

い
な
い
地
域
の
皆
さ
ん
の
移
動
手

段
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

運
行
し
て
い
ま
す
。
区
間
・
距
離

に
関
係
な
く
１
人
１
乗
車
１
０
０

円（
浄
法
寺
路
線
に
お
い
て
市
域

を
超
え
る
場
合
は
２
０
０
円
）で
、

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
西
根
・
松
尾
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は
、
東

北
防
衛
局
の
特
定
防
衛
施
設
周
辺

整
備
調
整
交
付
金
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
地
域
振
興
係（
☎
・
内

線
１
４
５
３
）

市
内
の
移
動
に
は
便
利
な

コ
ミ
バ
ス
を
利
用
し
よ
う

　
毎
年
、
市
内
の
山
沿
い
の
農
地

な
ど
で
、
ク
マ
に
よ
る
農
作
物
被

害
が
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
近
年

は
人
里
で
の
目
撃
例
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

◎
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
た
め
に
は

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、

ま
ず
は
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
対
策

を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
農
作
業
や
入
山
の
際
の
注
意
点

❶
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
の
出
る

物
で
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。

雨
の
日
や
川
の
近
く
で
は
、
人

間
の
臭
い
や
物
音
が
伝
わ
り
に

く
い
た
め
、
特
に
大
き
な
音
を

出
す
。

❷
ク
マ
の
行
動
が
活
発
な
早
朝
や

夕
方
は
、
特
に
注
意
す
る
。

❸
撃
退
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
持
ち

歩
く
。

▼
ク
マ
が
出
没
し
に
く
い
環
境

❶
ク
マ
を
誘
引
す
る
生
ご
み
、
果

樹
や
野
菜
な
ど
を
適
切
に
処
理
す

る
。
ま
た
、
草
刈
り
機
な
ど
で
使

う
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
揮
発
性
物
質
も

ク
マ
を
誘
引
す
る
の
で
、
保
管
場

所
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

❷
農
地
や
住
宅
周
辺
の
茂
み
や
低

木
の
刈
り
払
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

野
生
動
物
は
体
が
丸
見
え
に
な
る

こ
と
を
嫌
い
ま
す
。
身
を
隠
せ
る

場
所
を
な
く
す
こ
と
で
、
出
没
し

に
く
く
な
り
ま
す
。

◎
農
作
物
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

　

市
は
鳥
獣
害
防
止
を
目
的
と

し
た
電
気
柵
の
設
置
に
対
し
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
設
置
前
に
申
請
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
導
入
を
予

定
し
て
い
る
場
合
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
額　
電
気
柵
設
置
費
用
の

２
分
の
１（
上
限
額
６
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
林
業

係（
☎
・
内
線
１
３
３
９
）

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
な
ど
で

料
金
納
付
が
で
き
ま
す

　
市
税
や
各
種
料
金
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
Ｐ
aｙ
Ｐ
aｙ
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 
Ｐ
ａ
ｙ
を
使
っ
て
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象　
固
定
資
産
税
、
市
県
民

税
、国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、軽
自
動
車
税
、児

童
福
祉
費
負
担
金
、
住
宅
使
用
料
、

上
下
水
道
使
用
料
、
学
校
給
食
費

■
注
意
事
項　
次
の
納
付
書
は
取

り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

❶
納
付
期
限
が
過
ぎ
て
い
る

❷
バ
ー
コ
ー
ド
情
報
が
印
字
さ
れ

て
い
な
い

❸
金
額
が
訂
正
さ
れ
て
い
る

❹
破
損
な
ど
で
バ
ー
コ
ー
ド
情
報

が
読
み
取
れ
な
い

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課

行
政
経
営
係
（
☎
・
内
線

１
２
０
７
）ま
た
は
各
種
料
金
取

り
扱
い
担
当
課
ま
で

八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

大
会
当
日
の
交
通
規
制

ク
マ
の
出
没
に
注
意

ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の

提
言
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
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